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コ
ン
ビ
ュ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
児
童
ポ
ル
ノ
の
流
布
は
、
単
一
国
家
の
行
動
を
通
じ
て
は
も
は
や
制
圧
さ
れ
え
な
い
国
際
的
な
現
象
で
あ
る
。
刑

法
の
領
域
で
は
、
国
際
的
に
調
和
の
取
れ
た
措
置
、
特
に
実
体
法
の
統
一
・
有
効
な
訴
訟
に
関
す
る
捜
査
能
カ
・
専
門
化
さ
れ
た
刑
事
訴
追
機
関
と
産
業

界
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
と
の
協
力
が
必
要
だ
。
さ
ら
に
、
追
跡
技
術
の
発
展
等
の
刑
法
外
の
措
置
も
な
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
以
下
は
、
児
童

ポ
ル
ノ
の
有
効
な
制
圧
の
た
め
に
筆
者

(Sieber)
が
展
開
し
て
き
た
関
連
す
る
論
文
を
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。

ど
の
国
家
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
い
て
国
際
的
な
デ
ー
タ
の
流
通
を
遮
断
す
る
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
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世
界
的
な
わ
い
せ
つ
規
制
の
た
め
の
最
小
限
の
基
準

保
護
法
益
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
四
つ
に
大
別
さ
れ
る
。

二
0
九

る
児
童
ポ
ル
ノ
の
制
圧
の
た
め
に
唯
一
可
能
な
解
決
策
は
、
す
べ
て
の
国
に
お
い
て
刑
法
的
に
処
罰
さ
れ
る
最
小
限
の
基
準
の
国
際
的
な
統
一
で
あ
る
。

以
下
の
比
較
法
的
な
分
析
は
、
国
際
的
な
児
童
ポ
ル
ノ
ヘ
の
効
果
的
な
訴
追
を
な
し
う
る
よ
う
な
、
刑
法
的
な
最
小
限
の
基
準
の
創
設
の
根
拠
を
も
た

ら
す
こ
と
に
な
る
。
本
稿
は
、
そ
の
為
に
、
関
連
す
る
規
定
の
根
拠
と
体
系
化
へ
の
導
入
の
後
に
、
児
童
ポ
ル
ノ
ヘ
の
刑
法
的
な
特
別
規
定
（
下
記
II

2
)
も
、
ポ
ル
ノ
に
対
す
る
一
般
的
な
刑
罰
規
定

(II3)
を
も
分
析
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
ま
と
め
と
し
て
、
国
際
的
標
準
へ
の
一
致
が
可
能
で
あ
る

こ
と
を
示
す

(m)。
比
較
法
的
分
析

児
童
ポ
ル
ノ
に
対
す
る
罰
則
は
、
す
べ
て
の
国
で
、
包
括
的
な
わ
い
せ
つ
規
制
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
は
、
異
な
る
法
益
と
異
な
る
法
技

術
を
伴
う
様
々
な
保
護
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
基
本
的
な
違
い
は
、
罰
則
の
互
い
に
異
な
る
形
態
に
由
来
す
る
。
個
々
の
法
体
系
に
お
け
る

様
々
な
保
護
コ
ン
セ
プ
ト
の
分
析
は
、
そ
れ
故
、
条
件
的
に
可
能
な
限
り
で
の
わ
い
せ
つ
規
制
の
比
較
法
的
な
叙
述
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

最
も
狭
い
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
青
少
年
の
人
格
を
ポ
ル
ノ
的
な
場
面
に
お
け
る
被
写
体

(Darsteller)

と
し
て
の
濫
用
か
ら
保
護
す
る
。
ほ
と
ん
ど
の

国
は
、
関
連
す
る
性
的
犯
罪
に
お
い
て
、
ポ
ル
ノ
的
な
目
的
で
の
青
少
年
へ
の
身
体
的
虐
待
を
罰
す
る
だ
け
で
は
十
分
と
し
な
い
。
児
童
の
虐
待
は
、
ほ

と
ん
ど
の
法
秩
序
に
お
い
て
、
む
し
ろ
、
特
に
商
業
的
な
児
童
ポ
ル
ノ
の
供
給
を
罰
し
、
児
童
ポ
ル
ノ
の
画
像
の
需
要
側
の
市
場
を
「
干
す
」
こ
と
を
通

じ
て
も
妨
げ
ら
れ
る
べ
き
だ
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
法
秩
序
は
、
流
布
の
み
な
ら
ず
所
持
を
も
罰
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
刑
罰

規
定
が
、
単
に
描
写
さ
れ
た
子
供
た
ち
へ
の
「
直
接
の
」
被
写
体
保
護

(
D
a
r
s
t
e
l
l
e
r
s
c
h
u
t
z
)

と
「
市
場
を
干
す
こ
と
」
の
視
点
に
基
づ
い
て
い
る
か
、

あ
る
い
は
、
該
当
す
る
行
為
の
模
倣
な
い
し
子
供
の
誘
惑
に
向
け
た
児
童
ポ
ル
ノ
の
使
用
を
防
ご
う
と
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
明
ら
か
で
な
い
。
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第
二
の
青
少
年
保
護
の
領
域
で
は
、
ポ
ル
ノ
出
版
物
の
危
険
に
晒
さ
れ
得
る
青
少
年
に
つ
い
て
の
精
神
的
・
道
徳
的
な
成
長
の
保
護
が
目
指
さ
れ
る
。

こ
の
「
影
響
（
か
ら
の
）
保
護
」

(Einwirl
g
 
ngsschutz)

の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
抽
象
的
危
険
犯
と
し
て
よ
り
前
の
段
階
へ
と
刑
法
的
保
護
を
定
型
的
に

移
す
（
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
。
そ
れ
ら
の
構
成
要
件
が
青
少
年
保
護
を
、
あ
る
い
は
公
衆
道
徳
の
一
般
的
な
保
護
を
目
的
と
し
て
い

わ
い
せ
つ
規
制
は
さ
ら
に
、
意
図
せ
ず
に
ポ
ル
ノ
を
見
せ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
の
保
護
を
な
す
。
そ
の
際
、
ど
の
程
度
刑
法
が
介
入
す
べ
き
も
の
と
し
て

多
く
の
国
々
は
さ
ら
に
、
公
衆
道
徳
の
保
護
を
目
的
と
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
児
童
・
動
物
の
も
の
や
暴
力
的
な
ポ
ル
ノ
を
含
む
、
ハ
ー
ド
な
ポ
ル
ノ

の
完
全
な
禁
止
の
理
由
の
一
部
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
保
護
コ
ン
セ
プ
ト
を
伴
う
法
秩
序
に
対
し
、
刑
法
的
保
談
の
拡
大
や
個
々
の
刑
罰
規
定
の
不
明

こ
の
四
つ
の
可
能
な
方
向
性
は
、
様
々
な
法
秩
序
に
お
い
て
、
様
々
な
組
み
合
わ
せ
の
中
に
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
比
較
法
的
検
討
を
大
変
困
難
に

上
述
の
「
被
写
体
保
護
」
や
「
影
響
保
護
」
の
範
囲
内
で
、
も
っ
ぱ
ら
青
少
年
の
保
護
が
重
要
な
法
益
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
国
が
あ
る
（
デ
ン

マ
ー
ク
・
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ペ
イ
ン
）
。
そ
の
目
標
に
、
成
人
の
ポ
ル
ノ
を
見
せ
ら
れ
る
こ
と
に
対
す
る
保
護
が
加
え
ら
れ
る
国
も
あ
る
。
善
良
な
道
徳
の

刑
法
的
保
護
を
目
指
す
国
々
は
、
そ
れ
を
越
え
て
保
護
を
す
る
。

様
々
な
法
益
の
組
み
合
わ
せ
は
、
異
な
り
合
う
法
技
術
を
伴
う
。
ど
の
保
護
の
方
向
性
も
、
独
立
し
た
構
成
要
件
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
る
コ
ン
セ
プ
ト

（
オ
ラ
ン
ダ
・
フ
ラ
ン
ス
）
の
下
の
法
の
体
系
化
は
、
行
為
の
客
体
と
実
行
行
為
が
方
向
性
に
お
い
て
独
自
の
も
の
で
あ
り
、
各
々
の
法
益
に
配
慮
し
て

定
義
あ
る
い
は
解
釈
さ
れ
う
る
と
い
う
利
点
を
持
つ
。

他
の
法
秩
序
（
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
ギ
ー
等
）
に
お
い
て
は
、
異
な
る
方
向
が
、
少
な
く
と
も
法
技
術
的
に
は
き
ち
ん
と
区
別
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
れ

ら
の
構
成
要
件
は
、
異
な
る
行
為
の
客
体
の
間
で
区
分
さ
れ
ず
、
そ
の
た
め
各
々
の
保
護
手
段
に
配
慮
し
た
一
義
的
で
な
い
解
釈
が
な
さ
れ
う
る
。
部
分

す
る
。

確
性
へ
の
非
難
が
主
張
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

正
当
化
さ
れ
る
の
か
。
そ
の
限
界
は
、
し
ば
し
ば
流
動
的
で
あ
る
。

る
の
か
は
、
解
釈
学
的
に
は
し
ば
し
ば
判
断
し
が
た
い
。

関
法

二―

0



世
界
的
な
わ
い
せ
つ
規
制
の
た
め
の
最
小
限
の
基
準

2

児
童
ポ
ル
ノ
の
特
別
な
構
成
要
件

記
4
)

の
間
で
、
区
別
を
行
う
。

な
い
が
、
そ
う
で
な
い
例
も
あ
る
（
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
）
。
多
く
の
国
で
、

一
般
の
わ
い
せ
つ
規
制
（
下
記
3
)
、
そ
し
て
、
そ
の
他
の
表
現
犯
罪
（
下

的
に
重
な
り
合
っ
た
実
行
行
為
の
多
く
を
通
じ
て
も
、
構
成
要
件
の
複
雑
さ
は
さ
ら
に
増
す
。
詳
し
い
定
義
を
伴
っ
て
詳
細
に
述
べ
ら
れ
た
規
定
は
、
英

ほ
と
ん
ど
の
法
秩
序
に
お
い
て
、
関
連
す
る
規
定
の
う
ち
、
表
現
と
芸
術
の
自
由
の
憲
法
的
保
障
は
、
こ
の
領
域
に
お
い
て
何
の
役
割
も
果
た
し
て
い

立
法
技
術
を
見
る
と
、
法
へ
の
取
込
み
方
に
つ
い
て
も
、
様
々
で
あ
る
。
児
童
ポ
ル
ノ
の
規
制
及
び
単
純
な
わ
い
せ
つ
規
制
の
大
部
分
が
刑
法
典
の
中

に
存
在
す
る
場
合
（
欧
州
の
ほ
と
ん
ど
・
カ
ナ
ダ
）
や
、
刑
法
典
は
一
般
的
な
ポ
ル
ノ
規
制
し
か
含
ま
ず
、
特
別
法
に
お
い
て
こ
の
分
野
の
罰
則
が
定
め

ら
る
場
合
が
あ
る
（
日
本
）
。
そ
の
他
に
、
特
別
法
に
お
け
る
規
制
も
存
在
す
る
。

ポ
ル
ノ
規
制
の
様
々
な
保
護
コ
ン
セ
プ
ト
、
そ
し
て
、
多
く
の
法
秩
序
及
び
多
く
の
特
別
法
の
規
制
に
欠
け
て
い
る
解
釈
学
的
・
体
系
的
一
貫
性
が
、

こ
の
テ
ー
マ
に
お
け
る
比
較
法
を
著
し
く
困
難
に
す
る
。
こ
の
困
難
さ
は
、
法
の
素
材
の
明
確
な
体
系
化
を
通
じ
て
の
み
解
決
さ
れ
る
。
以
下
の
叙
述
は
、

そ
の
た
め
、
児
童
ポ
ル
ノ
の
表
現
に
対
す
る
特
別
な
構
成
要
件
（
下
記
2
)
、

調
査
し
た
ほ
と
ん
ど
の
法
秩
序
は
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
対
す
る
特
別
な
刑
罰
規
定
を
持
つ
が
、
そ
れ
ら
が
「
被
写
体
」
と
公
衆
道
徳
の
ど
ち
ら
を
保
護
す

る
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
、
不
明
確
な
の
は
稀
で
は
な
い
。
以
下
の
分
析
は
、
第
一
に
、
児
童
ポ
ル
ノ
を
制
圧
す
る
た
め
の
特
別
な
構
成
要
件
に
つ
い
て
、

必
要
な
区
別
を
す
る
。

ま
ず
、
関
連
す
る
行
為
の
客
体
に
つ
き
、
表
現
の
形
式
と
表
現
の
内
容
と
の
間
で
区
別
で
き
る
。

ほ
と
ん
ど
の
国
家
は
、
表
現
の
形
式
に
つ
い
て
、
技
術
に
依
存
し
な
い
概
念
を
出
発
点
と
し
て
い
る
。
表
現
形
式
が
技
術
的
概
念
に
依
存
し
な
い
限
り

題
が
生
じ
る
。

米
法
系
に
見
ら
れ
る
。

（
八
四
三
）

一
般
的
な
ポ
ル
ノ
規
制
の
適
用
に
つ
い
て
、
憲
法
的
な
影
響
と
限
界
の
問



ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
で
あ
っ
た
り
、

序
に
お
い
て
解
決
さ
れ
て
い
る
。
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は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
児
童
ポ
ル
ノ
ヘ
の
刑
罰
規
定
の
適
用
に
困
難
は
な
い
。
「
文
書
概
念
」
と
結
び
つ
い
た
法
秩
序
（
イ
ギ
リ

ス
・
ド
イ
ツ
）
に
問
題
と
改
正
の
必
要
性
が
生
じ
た
が
、
特
に
技
術
的
な
問
題
は
、
構
成
要
件
の
拡
大
や
明
確
化
に
よ
っ
て
、
総
て
の
調
査
さ
れ
た
法
秩

構
成
要
件
に
お
い
て
「
視
覚
」
と
い
う
観
点
か
ら
方
向
づ
け
ら
れ
た
描
写
概
念
は
、
「
被
写
体
保
護
」
の
法
益
と
一
致
す
る
。
こ
の
法
益
を
限
定
的
に

根
拠
に
し
た
頒
布
・
所
持
の
禁
止
の
際
の
行
為
の
客
体
の
区
別
は
、
む
し
ろ
、
児
童
ポ
ル
ノ
ヘ
の
刑
罰
規
定
と
一
般
的
な
ポ
ル
ノ
ヘ
の
そ
れ
の
間
で
区
別

が
な
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
行
為
客
体
を
言
語
表
現
へ
拡
張
す
る
こ
と
は
、
行
為
の
模
倣
を
通
じ
て
「
被
写
体
保
護
」
の
法
益
が
危
険
に
晒
さ
れ

て
い
る
と
見
え
る
場
合
に
、
こ
の
法
益
と
一
致
す
る
。
該
当
す
る
行
為
は
、
し
か
し
、
他
の
構
成
要
件
を
通
じ
て
も
把
握
さ
れ
う
る
。
視
覚
的
な
描
写
を

越
え
た
模
倣
か
ら
の
保
護
は
、
例
え
ば
カ
ナ
ダ
刑
法
一
六
二
条
の
一
に
見
ら
れ
る
（
イ
タ
リ
ア
も
類
似
）
。

表
現
の
内
容
に
つ
い
て
も
問
題
は
あ
る
。
構
成
要
件
の
年
齢
制
限
は
、
著
し
く
相
違
を
示
す
。
児
童
と
さ
れ
る
年
齢
制
限
は
、

変
的
な
年
齢
制
限
を
持
つ
法
秩
序
も
存
在
す
る
（
デ
ン
マ
ー
ク
・
ス
ウ
エ
ー
デ
ン
）
。

一
四
歳
未
満
（
ド
イ

一
六
歳
（
ベ
ル
ギ
ー
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ス
イ
ス
・
イ
ギ
リ
ス
）
で
あ
っ
た
り
、
児
童
の
権
利
に
関
す
る
国
連
条
約
と

整
合
し
た
一
八
歳
（
フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
・
日
本
・
カ
ナ
ダ
・
ス
ペ
イ
ン
・
ア
メ
リ
カ
）
で
あ
っ
た
り
す
る
。
児
童
の
思
春
期
の
終
了
に
配
慮
し
た
可

年
齢
制
限
の
規
定
の
基
準
に
関
し
、
児
童
の
実
際
の
年
齢
で
は
な
く
、
映
像
上
の
印
象
が
重
要
で
あ
る
。
個
々
の
法
秩
序
は
、
描
か
れ
た
児
童
が
年
齢

制
限
に
満
た
な
い
場
合
に
あ
た
ら
な
い
こ
と
の
「
反
証
」
を
妨
げ
な
い
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
「
表
見
基
準
」
も
一
部
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
法
的

な
年
齢
制
限
の
下
の
未
成
年
者
の
み
な
ら
ず
、
実
際
に
年
齢
制
限
を
越
え
て
い
て
も
故
意
に
そ
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
人
々
の
描
写
も
問
題
と
な
る
。

構
成
要
件
が
把
握
し
て
い
る
の
は
実
際
の
描
写
だ
け
か
、
加
工
さ
れ
た
架
空
の
描
写
を
も
含
む
の
か
も
、
年
齢
制
限
の
規
定
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い

る
。
多
く
の
法
秩
序
は
、
架
空
の
描
写
を
刑
法
の
保
護
の
中
に
含
め
る
。
こ
れ
は
、
証
明
の
困
難
さ
だ
け
で
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
保
護
目
的
の
拡
大
と

の
関
係
で
も
、
架
空
の
画
像
が
間
接
的
に
未
成
年
者
を
危
険
に
導
く
お
そ
れ
に
つ
い
て
の
考
慮
に
基
礎
付
け
ら
れ
て
い
る
。

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ポ
ル
ノ
の
包
含
の
問
題
に
関
し
て
は
、
「
表
見
基
準
」
の
把
握
の
問
題
に
つ
い
て
と
同
様
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
規
定
が
、
単
に
描
か
れ
た

関
法



世
界
的
な
わ
い
せ
つ
規
制
の
た
め
の
最
小
限
の
基
準

被
写
体
の
保
護
だ
け
の
た
め
か
、
模
倣
行
為
や
児
童
の
誘
惑
の
た
め
に
関
連
す
る
視
覚
的
表
現
物
を
使
用
す
る
こ
と
の
防
止
に
も
資
す
る
の
か
が
、
問
題

当
該
表
現
は
、
す
ぺ
て
の
法
秩
序
に
お
い
て
、
ポ
ル
ノ
的
な
性
質
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
多
く
の
国
々
は
共
通
し
て
、
単
な
る
裸
体
に
さ

ら
に
に
別
の
要
素
が
加
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

他
の
表
現
内
容
に
つ
い
て
も
、
成
人
に
対
し
て
も
含
む
、
動
物
ポ
ル
ノ
の
頒
布
を
禁
ず
る
規
定
が
頻
繁
に
見
ら
れ
る
。
一
部
の
国
で
は
、
更
に
暴
力
的

な
ポ
ル
ノ
も
含
め
ら
れ
て
い
る
（
ド
イ
ツ
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ス
ウ
エ
ー
デ
ン
・
ス
イ
ス
）
。

児
童
ポ
ル
ノ
に
対
す
る
刑
罰
規
定
の
実
行
行
為
は
、
①
製
造
、
②
頒
布
及
び
調
達
、
③
所
持
の
、
三
つ
に
大
別
さ
れ
る
。

多
く
の
法
秩
序
に
お
い
て
、
ま
ず
、
各
行
為
の
客
体
の
製
造
が
、
定
型
的
に
把
握
さ
れ
る
。
児
童
の
直
接
の
虐
待
と
、
そ
の
際
に
作
成
さ
れ
る
表
現
物

の
頒
布
の
間
の
結
び
つ
け
は
、
例
え
ば
、
児
童
ポ
ル
ノ
表
現
物
を
作
成
す
る
手
段
と
し
て
な
さ
れ
た
性
犯
罪
が
加
重
さ
れ
る
ド
イ
ツ
刑
法
に
示
さ
れ
る
。

米
国
に
は
、
「
一
九
九
八
年
の
性
的
略
奪
者
か
ら
の
児
童
保
護
法
」
を
通
じ
た
非
合
法
な
性
的
目
的
の
た
め
に
青
少
年
に
接
触
す
る
こ
と
へ
の
刑
法
的
保

護
の
前
倒
し
が
存
在
し
、
未
成
年
と
の
一
定
の
接
触
は
、
特
別
に
網
羅
的
に
罰
せ
ら
れ
る
（
イ
タ
リ
ア
も
類
似
）
。

児
童
ポ
ル
ノ
表
現
物
の
頒
布
な
い
し
接
触
可
能
化
も
、
実
行
行
為
に
該
当
す
る
。
一
部
の
構
成
要
件
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
頒
布
を

特
別
に
強
調
す
る
。
刑
罰
規
定
は
、
た
い
て
い
は
児
童
の
「
被
写
体
保
護
」
を
僅
か
に
し
か
目
的
と
せ
ず
、
「
影
響
保
護
」
も
前
面
に
出
な
い
の
で
、
す

べ
て
の
法
秩
序
に
お
い
て
、
児
童
に
対
す
る
場
合
に
限
ら
れ
ず
、
頒
布
が
罰
せ
ら
れ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
組
み
込
ま
れ
た
年
齢
認
証
シ
ス
テ
ム
や
児

童
保
護
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
、
そ
の
た
め
、
児
童
ポ
ル
ノ
表
現
の
領
域
に
無
関
係
で
あ
る
。
多
く
の
実
行
行
為
に
お
い
て
、
輸
出
入
ま
で
も
が
把
握
さ
れ
る
。

頒
布
の
前
段
階
の
所
持
を
も
罰
す
る
法
秩
序
も
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
の
国
で
、
児
童
ポ
ル
ノ
表
現
物
の
「
入
手
」

(Sichverschaffen)

や
所
持
が
罰
せ
ら
れ
る
（
例
え
ば
、
ベ
ル
ギ
ー
・
デ
ン
マ
ー
ク
・
フ
ラ

ン
ス
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
イ
タ
リ
ア
・
カ
ナ
ダ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ス
ウ
エ
ー
デ
ン
・
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ギ
リ
ス
）
。

（
日
本
・
カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
）
。

と
な
る
。

~ 
（
八
四
五
）

一
切
の
「
わ
い
せ
つ
物
」
頒
布
へ
の
禁
止
も
存
在
す
る



ダ）。
刑
が
あ
る
（
ア
メ
リ
カ
も
類
似
）
。

様
々
な
加
重
も
存
在
す
る
。
例
え
ば
商
業
利
用
等
に
対
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
三
年
、
イ
タ
リ
ア
で
は
―
二
年
の
自
由
刑
が
存
在
す
る
。
ア
メ
リ
カ

は
、
再
犯
者
に
対
し
三
0
年
ま
で
の
最
高
刑
を
予
定
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
刑
法
に
は
、
電
気
通
信
を
利
用
し
た
ポ
ル
ノ
の
伝
送
に
対
す
る
加
重
が
存
在
し
、

最
高
刑
は
五
年
と
な
る
。
イ
タ
リ
ア
は
、
被
害
者
が
一
四
歳
未
満
で
あ
っ
た
り
行
為
者
と
被
害
者
の
間
の
特
別
な
関
係
が
あ
る
場
合
に
、
三
分
の
一
か
ら

三
分
の
二
だ
け
量
刑
を
増
す
（
ス
ペ
イ
ン
も
類
似
）
。
例
え
ば
ド
イ
ツ
で
は
営
業
上
か
つ
組
織
的
な
犯
行
に
対
し
、
最
少
刑
と
し
て
、
最
低
六
月
の
自
由

若
干
の
法
秩
序
は
、
没
収
等
に
特
別
に
言
及
す
る
。
米
国
で
は
、
児
童
ポ
ル
ノ
表
現
の
頒
布
の
領
域
で
、
「
没
収
」
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
取
り
入
れ
ら

れ
て
お
り
、
行
為
の
客
体
の
没
収
に
あ
た
っ
て
挙
証
責
任
の
転
換
を
許
す
。
当
該
刑
事
手
続
に
お
い
て
得
ら
れ
た
罰
金
等
の
財
産
が
、
虐
待
さ
れ
た
未
成

年
者
と
行
為
者
の
再
社
会
化
の
た
め
の
基
金
の
利
益
と
さ
れ
た
り
（
イ
タ
リ
ア
）
、
当
該
構
成
要
件
の
実
現
を
導
い
た
施
設
が
閉
鎖
さ
れ
得
る
よ
う
な
規

定
（
イ
タ
リ
ア
・
ス
ペ
イ
ン
）
も
あ
る
。
捜
査
機
関
を
通
じ
た
違
法
な
内
容
の
仮
の
抑
止
あ
る
い
は
削
除
も
、
議
論
さ
れ
て
い
る
（
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ラ
ン

ダ
・
ア
メ
リ
カ
）
ま
で
の
量
刑
の
差
が
あ
る
。

第
五
一
巻
四
号

児
童
ポ
ル
ノ
に
関
す
る
未
遂
が
罰
せ
ら
れ
て
も
、
予
備
行
為
は
、
そ
れ
が
児
童
虐
待
に
該
当
し
な
い
限
り
、
基
本
的
に
罰
せ
ら
れ
な
い
法
秩
序
が
見
ら

児
童
ポ
ル
ノ
表
現
に
対
す
る
構
成
要
件
は
、
ほ
と
ん
ど
ど
総
て
の
法
秩
序
に
お
い
て
故
意
を
求
め
る
（
日
本
・
カ
ナ
ダ
に
例
外
）
。

頒
布
に
関
す
る
量
刑
と
加
重
の
著
し
い
相
違
を
、
核
と
な
る
構
成
要
件
を
表
現
す
る
頒
布
あ
る
い
は
接
触
可
能
化
の
実
行
行
為
が
示
す
。
こ
れ
ら
へ
の

自
由
刑
の
最
高
刑
は
、
六
月
（
デ
ン
マ
ー
ク
で
）
か
ら
一
五
年
（
ベ
ル
ギ
ー
・
ア
メ
リ
カ
）
の
幅
を
持
つ
。
ポ
ル
ノ
規
制
と
性
規
制
の
重
な
る
と
こ
ろ
に

あ
る
、
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
の
た
め
の
児
童
虐
待
の
一
部
は
、
よ
り
高
い
刑
を
も
っ
て
威
嚇
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
様
々
な
法
技
術
が
存
在
す
る
。
所
持
に

つ
い
て
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
罰
金
刑
だ
け
を
予
定
す
る
。
自
由
刑
に
は
、
六
月
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
イ
ギ
リ
ス
）
か
ら
五
年
（
カ
ナ

れ
る
（
ス
ウ
エ
ー
デ
ン
は
異
な
る
）
。

関
法

二
―
四
（
八
四
六
）



世
界
的
な
わ
い
せ
つ
規
制
の
た
め
の
最
小
限
の
基
準

一
般
的
ポ
ル
ノ
規
制

一
般
的
な
ポ
ル
ノ
規
制
の
領
域
で
は
、
上
述
の
よ
う
な
、
青
少
年
の
「
影
響
保
護
」
か
ら
成
人
の
「
直
面
（
か
ら
の
）
保
護
」
、
さ
ら
に
公
衆
道
徳
の

保
護
に
ま
で
至
る
、
保
護
の
方
向
性
に
基
づ
い
た
比
較
は
難
し
い
。
そ
れ
故
以
下
の
概
要
で
は
、
体
系
化
の
た
め
に
再
び
、
児
童
ポ
ル
ノ
と
同
様
の
区
別

ま
ず
、
表
現
形
式
の
問
題
が
存
在
す
る
。
ほ
と
ん
ど
の
法
秩
序
は
、
画
像

(
B
i
l
d
e
r
)

だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
の
客
体
を
も
把
握
す
る
。
一
般
的
な
ポ

ル
ノ
刑
法
の
領
域
で
は
、
「
被
写
体
保
護
」
だ
け
で
は
な
く
、
特
に
青
少
年
へ
の
「
影
響
保
護
」
や
成
人
を
含
む
「
直
面
保
護
」
が
問
題
と
な
る
の
で
、

こ
の
行
為
の
客
体
の
拡
大
は
、
児
童
ポ
ル
ノ
の
頒
布
の
構
成
要
件
と
体
系
的
に
一
致
す
る
。
技
術
的
な
表
現
形
式
に
配
慮
し
、
部
分
的
に
は
古
典
的
な
規

定
に
基
づ
き
、
部
分
的
に
は
法
的
補
充
に
よ
っ
て
、
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
表
現
は
、
児
童
ポ
ル
ノ
の
特
別
な
構
成
要
件
と
同
様
に
把
握
さ
れ
る
。

そ
の
内
容
は
、
部
分
的
に
文
脈
に
依
存
あ
る
い
は
関
係
し
て
決
定
さ
れ
る
。
芸
術
作
品
ま
た
は
研
究
成
果
は
、
わ
い
せ
つ
と
さ
れ
な
い
例
が
あ
る
（
イ
タ

ポ
ル
ノ
の
内
容
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
文
化
的
な
基
盤
の
相
違
も
存
在
す
る
。
例
え
ば
イ
ギ
リ
ス
で
は
ポ
ル
ノ
概
念
は
広
く
、
デ
ン
マ
ー
ク
や
日
本

で
は
制
限
的
で
あ
る
。
ポ
ル
ノ
描
写
の
決
定
の
文
脈
依
存
性
の
た
め
、
こ
の
相
違
の
詳
し
い
比
較
法
的
な
表
現
は
、
不
可
能
で
あ
る
。
数
多
く
の
法
秩
序

に
お
い
て
、
「
影
響
保
護
」
の
た
め
、
行
為
の
客
体
は
、
暴
力
的
あ
る
い
は
侮
辱
的
な
表
現
に
も
拡
張
さ
れ
る
。

一
般
的
な
ポ
ル
ノ
規
制
の
領
域
に
お
け
る
実
行
行
為
は
、
上
述
の
と
お
り
、
各
々
の
構
成
要
件
の
保
護
目
的
に
強
く
依
存
す
る
。

青
少
年
に
対
す
る
ポ
ル
ノ
ヘ
の
接
近
可
能
化
は
、
青
少
年
に
対
す
る
「
直
面
保
護
」
を
指
向
し
て
把
握
さ
れ
る
国
（
ド
イ
ツ
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
オ
ー

ス
ト
リ
ア
・
ス
イ
ス
・
ア
メ
リ
カ
）
も
、
「
影
響
保
護
」
に
方
向
付
け
ら
れ
て
い
る
国
も
あ
る
（
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
）
。

「
影
響
保
護
」
の
趣
旨
で
の
受
信
者
た
る
青
少
年
の
年
齢
制
限
は
、
「
被
写
体
保
護
」
の
趣
旨
で
の
客
体
の
年
齢
制
限
の
規
定
と
一
致
す
る
。
「
影
響
保

護
」
の
た
め
の
年
齢
制
限
は
、
一
六
歳
で
あ
っ
た
り
（
オ
ラ
ン
ダ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ス
イ
ス
）
、

ス
ペ
イ
ン
）
。
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
そ
れ
が
販
売
の
目
的
に
よ
る
場
合
に
の
み
、

リ
ア
）
。

を
な
す
。

3
 

二
―
五

一
八
歳
で
あ
っ
た
り
す
る
（
ベ
ル
ギ
ー
・
ド
イ
ツ
・

一
六
歳
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
以
外
の
ほ
と
ん
ど
の
法
秩
序
に

（
八
四
七
）



III
総

括

れ
る
表
現
の
核
と
な
る
領
域
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

4
 

第
五
一
巻
四
号

一
連
の
法
秩
序
に
お
い
て
、
販
売
目
的
で
の
ポ
ル
ノ
表
現

（
八
四
八
）

お
い
て
、
ど
ん
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
ア
ク
セ
ス
遮
断
（
と
り
わ
け
フ
ィ
ル
タ
ー
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
接
続
に
お
け
る
年
齢
認
証
シ
ス
テ
ム
）
が
青

少
年
の
ア
ク
セ
ス
を
不
可
能
に
す
る
か
は
、
明
ら
か
で
な
い
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
独
立
の
法
律
に
お
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ヴ
ァ
イ

危
険
意
識
は
、
よ
り
強
く
、
ポ
ル
ノ
ヘ
の
公
衆
の
接
近
可
能
化
を
罰
す
る
諸
構
成
要
件
に
見
ら
れ
る
。
解
釈
学
的
観
点
で
は
、
こ
の
よ
う
な
構
成
要
件

は
、
ほ
と
ん
ど
青
少
年
保
護
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
超
え
、
公
衆
道
徳
の
一
般
的
な
保
護
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

ご
く
僅
か
の
法
秩
序
は
、
一
部
で
一
定
の
条
件
を
伴
い
つ
つ
、
製
造
を
も
罰
す
る
。
ま
た
、

の
所
持
も
把
握
さ
れ
る
。

主
観
的
領
域
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
法
秩
序
に
お
い
て
、
基
本
的
に
故
意
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
過
失
で
も
罰
せ
ら
れ
る
例
が
あ
る
（
ド
イ
ツ
・

ス
ウ
エ
ー
デ
ン
等
）
。

一
般
的
な
ポ
ル
ノ
ヘ
の
刑
罰
の
威
嚇
は
、
著
し
い
相
違
を
示
す
。
罰
金
刑
だ
け
の
例
（
デ
ン
マ
ー
ク
）
も
あ
れ
ば
、
長
期
三
年
ま

で
の
自
由
刑
（
フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
・
ス
イ
ス
・
イ
ギ
リ
ス
）
も
見
ら
れ
る
。

そ
の
他
の
表
現
犯
罪

法
秩
序
の
間
の
著
し
い
相
違
が
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
関
す
る
犯
罪
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
他
の
「
表
現
犯
罪
」
（
A
品
e
r
u
n
g
s
d
e
l
i
k
t
e
n
)

に
つ
い
て
も
存

在
す
る
。
そ
れ
ら
の
概
要
は
、
児
童
ポ
ル
ノ
及
び
一
般
的
ポ
ル
ノ
の
領
域
で
の
児
童
へ
の
「
影
響
保
護
」
の
場
合
と
同
様
に
、
殆
ど
の
法
秩
序
で
罰
せ
ら

児
童
ポ
ル
ノ
と
そ
の
他
の
ポ
ル
ノ
に
対
す
る
刑
罰
規
定
の
領
域
に
お
け
る
比
較
法
及
び
合
理
的
な
刑
事
政
策
の
た
め
の
決
定
的
な
前
提
は
、
関
係
す
る

法
益
と
保
護
体
系
の
区
分
で
あ
る
。

ダ
ー
に
対
す
る
詳
細
な
規
定
が
見
ら
れ
る
。

関
法

二
―
六



世
界
的
な
わ
い
せ
つ
規
制
の
た
め
の
最
小
限
の
基
準

二
―
七

「
被
写
体
」
と
し
て
の
青
少
年
の
虐
待
に
対
す
る
規
定
、
精
神
的
悪
影
響
か
ら
青
少
年
の
精
神
的
・
道
徳
的
成
長
を
保
護
す
る
規
定
、
ポ
ル
ノ
と
の
意

図
し
な
い
直
面
か
ら
成
人
を
保
護
す
る
た
め
の
規
定
、
そ
し
て
公
衆
道
徳
を
保
護
す
る
規
定
を
、
区
別
し
条
文
を
通
じ
て
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

「
被
写
体
」
と
し
て
の
濫
用
か
ら
青
少
年
を
保
護
す
る
た
め
の
刑
罰
規
定
は
、
単
に
個
別
の
事
例
に
お
い
て
描
か
れ
た
青
少
年
の
保
護
だ
け
で
は
な
く
、

広
義
の
「
被
写
体
保
護
」
と
し
て
、
模
倣
や
誘
惑
の
た
め
の
利
用
の
回
避
を
も
目
的
と
す
る
。
殆
ど
の
法
秩
序
に
存
在
す
る
こ
の
種
の
構
成
要
件
は
、
さ

し
あ
た
り
、
大
き
く
異
な
ら
な
い
。
こ
の
相
違
は
、
特
に
、
視
覚
的
描
写
を
越
え
た
刑
罰
の
拡
大
、
保
護
年
齢
制
限
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ポ
ル
ノ
の
扱
い
、

動
物
・
暴
カ
ポ
ル
ノ
等
の
頒
布
禁
止
の
広
が
り
、
そ
し
て
、
製
造
に
お
け
る
前
倒
し
の
構
成
要
件
の
把
握
に
関
連
す
る
。
実
行
行
為
を
通
じ
た
「
消
費

者
」
の
可
罰
性
に
つ
い
て
の
更
な
る
相
違
が
、
調
達
及
び
所
持
、
制
裁
の
程
度
、
そ
し
て
関
係
す
る
加
重
に
関
し
て
存
在
す
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、

児
童
ポ
ル
ノ
表
現
の
可
罰
性
に
関
す
る
世
界
的
に
広
い
合
意
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
、
確
認
さ
れ
る
。
近
年
、
特
別
構
成
要
件
の
実
現
・
単
純
所
持
の

処
罰
、
そ
し
て
、
制
裁
の
激
化
に
つ
い
て
、
特
に
見
逃
せ
な
い
傾
向
が
確
認
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
事
情
か
ら
は
、
児
童
ポ
ル
ノ
の
制
圧
の
た
め
の

刑
法
的
な
最
小
限
の
基
準
あ
る
い
は
モ
デ
ル
法
へ
の
国
民
国
家
の
合
意
に
対
す
る
困
難
は
、
存
在
し
な
い
と
も
言
え
な
い
。

ポ
ル
ノ
ヘ
の
直
面
に
よ
る
有
害
な
影
響
か
ら
の
青
少
年
の
保
護
に
対
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
ポ
ル
ノ
表
現
に
配
慮
し
た
青
少
年
の
「
影
響
保
護
」
は
、

世
界
的
な
比
較
に
お
い
て
、
把
握
さ
れ
た
行
為
の
客
体
・
可
罰
的
な
実
行
行
為
、
そ
し
て
刑
罰
の
威
嚇
と
加
重
の
領
域
で
、
相
違
を
示
す
。
し
か
し
、
青

少
年
の
一
定
の
形
の
ポ
ル
ノ
と
の
直
面
が
刑
法
的
に
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
つ
き
、
国
際
的
な
合
意
も
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
刑
法
を
通
じ

て
公
衆
の
性
的
道
徳
を
保
護
し
な
い
法
秩
序
に
も
妥
当
す
る
。
こ
の
根
拠
か
ら
、
青
少
年
に
つ
い
て
の
「
影
響
保
護
」
に
お
い
て
も
、
青
少
年
へ
の
一
定

の
最
小
限
の
保
護
に
つ
い
て
の
合
意
が
、
更
に
適
当
な
モ
デ
ル
法
ま
で
も
が
、
存
在
し
得
ぺ
き
で
あ
る
。
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
性
質
に

配
慮
す
れ
ば
、
ア
ク
セ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
と
フ
ィ
ル
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
ヘ
の
技
術
的
な
要
求
も
、
統
一
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
意
図
し
な
い
ポ
ル
ノ
ヘ
の
直
面
か
ら
の
成
人
の
保
護
、
そ
し
て
、
更
に
広
が
っ
た
一
般
的
道
徳
の
保
護
の
た
め
の
刑
罰
規
定
に
つ
い

て
は
、
よ
り
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
特
に
、
大
陸
欧
州
の
新
し
い
改
正
法
は
、
一
般
的
道
徳
の
ポ
ル
ノ
か
ら
の
保
護
を
拒
む
。
そ
れ
故
、
こ
の
領
域
で
は
、

そ
れ
ら
の
法
秩
序
（
例
え
ば
デ
ン
マ
ー
ク
・
オ
ラ
ン
ダ
・
フ
ラ
ン
ス
）
と
、
英
米
法
系
の
厳
し
い
刑
法
体
系
（
カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
）
と
の

（
八
四
九
）
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間
に
、
著
し
い
相
違
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
一
定
の
最
小
限
の
基
準
、
更
に
モ
デ
ル
法
の
国
際
的
な
統
一
は
、
こ
の
領
域
で
は
不
可
能
に
近
か
ろ
う
。

諸
国
の
法
の
こ
れ
ら
の
相
違
は
、
当
然
、
ポ
ル
ノ
刑
法
に
求
め
ら
れ
る
調
和
を
妨
げ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
性
的
道
徳
一
般
の
刑
法
的
保
護
に
存
在

す
る
相
違
の
ゆ
え
、
未
来
の
ポ
ル
ノ
刑
法
の
調
和
は
、
特
に
青
少
年
の
「
被
写
体
保
護
」
と
「
影
響
保
護
」
に
関
わ
る
最
小
限
の
基
準
の
展
開
に
集
中
せ

ね
ば
な
ら
な
い
。
国
際
的
に
妥
当
す
る
最
小
限
の
基
準
を
根
拠
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
犯
罪
形
式
が
制
圧
さ
れ
れ
ば
、
罰
す
べ
き
態
度
の
核
と
な
る
部
分
は
、

記
述
的
な
比
較
法
的
分
析
の
た
め
に
は
、
次
の
段
階
に
お
い
て
、
国
際
的
な
委
員
会
に
お
け
る
法
政
策
的
な
提
案
の
発
展
が
導
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

国
家
の
刑
事
法
政
策
は
、
国
際
的
な
刑
法
の
調
和
の
困
難
さ
に
つ
い
い
て
の
嘆
き
終
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
所
轄
の
超
国
家
的
か
つ
国
際
的
な
機

関
と
協
同
し
て
、
国
際
的
な
最
小
限
の
基
準
の
具
体
的
な
決
定
と
、
そ
の
上
に
築
か
れ
る
国
際
的
な
刑
法
的
共
同
作
業
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
得
よ
う
と
努
め

ね
ば
な
ら
な
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
存
在
の
故
に
、
こ
の
方
法
に
、
代
案
は
も
は
や
存
在
し
な
い
。

〔
紹
介
者
コ
メ
ン
ト
〕

い
わ
ゆ
る
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
お
け
る
ポ
ル
ノ
に
関
す
る
諸
問
題
は
、
日
本
で
も
、
判
例
の
定
着
に
よ
っ
て
法
的
問
題
と
し
て
は
一
応
の
解
決
を
見

つ
つ
あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
明
白
に
残
さ
れ
た
問
題
も
あ
る
。
そ
れ
が
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
関
す
る
様
々
な
問
題
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
も
こ
の

問
題
に
関
す
る
議
論
を
よ
り
深
め
る
た
め
に
、
ジ
ー
バ
ー
の
論
文
を
紹
介
し
た
次
第
で
あ
る
。

以
下
、
こ
の
論
文
に
つ
い
て
、
簡
単
な
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
八
五
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)

こ
の
論
文
で
ジ
ー
バ
ー
は
、
保
護
法
益
を
四
つ
の
類
型
に
分
け
、
こ
れ
を
基
礎
に
、
豊
富
な
例
証
を
交
え
て
議
論
を
展
開
す
る
。
そ
し
て
、
結
論
と
し

て
、
世
界
的
な
モ
デ
ル
法
や
「
最
小
限
の
基
準
」
の
設
定
を
求
め
、
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

四
類
型
に
分
け
た
整
理
は
、
児
童
ポ
ル
ノ
の
み
な
ら
ず
、
周
辺
の
諸
問
題
を
検
討
す
る
上
で
も
有
益
な
も
の
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
も
、
刑
法
、
児

童
福
祉
法
、
児
童
買
春
・
ポ
ル
ノ
処
罰
法
、
そ
し
て
い
わ
ゆ
る
淫
行
条
例
に
関
し
、
状
況
は
混
濁
し
て
い
る
。
そ
の
法
律
あ
る
い
は
条
例
の
保
護
法
益
が

既
に
把
握
さ
れ
て
い
る
。

関
法

ニ
ー
八



世
界
的
な
わ
い
せ
つ
規
制
の
た
め
の
最
小
限
の
基
準

何
で
あ
り
、
他
の
法
律
あ
る
い
は
条
例
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
、
い
ま
一
度
整
理
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ポ
ル

ノ
の
処
罰
に
つ
い
て
は
、
児
童
ポ
ル
ノ
処
罰
法
の
保
護
法
益
と
の
関
係
を
踏
ま
え
た
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
こ
の
論
文
が
示
唆
す
る

と
こ
ろ
は
大
き
い
。

他
方
、
結
論
に
つ
い
て
は
、
三
つ
の
指
摘
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ジ
ー
バ
ー
は
、
各
国
の
法
か
ら
共
通
の
も
の
を
見
出
し
、
こ
れ
を
根
拠
に
し
て
、

義
反
復
で
は
な
か
ろ
う
か
。
明
示
あ
る
い
は
黙
示
の
基
準
が
存
在
す
る
か
ら
こ
そ
共
通
し
た
立
法
が
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
は
、
不
可
能
で
は
な

い
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
こ
の
論
文
の
主
張
に
新
し
い
意
味
は
な
い
。

異
な
る
前
提
か
ら
も
、
問
題
は
指
摘
で
き
る
。
ジ
ー
バ
ー
も
一
部
で
認
め
て
い
る
通
り
、
す
ぺ
て
の
局
面
で
諸
国
の
法
秩
序
が
一
致
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
そ
れ
で
も
な
お
可
能
な
限
り
で
の
き
わ
め
て
限
定
的
な
一
致
に
、
果
た
し
て
ど
れ
だ
け
の
実
際
的
な
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
存
在
の
故
に
代
案
が
な
い
」
世
界
で
、
そ
の
程
度
の
限
ら
れ
た
一
致
に
価
値
が
あ
る
と
言
え
る
の
か
、
問
わ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。

そ
し
て
、
ジ
ー
バ
ー
が
列
挙
し
て
い
る
例
は
、
西
欧
・
英
米
と
日
本
に
限
ら
れ
る
。
そ
れ
以
外
の
諸
国
は
、
こ
こ
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば

イ
ス
ラ
ム
圏
を
含
む
、
真
に
世
界
的
な
一
致
が
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
目
指
さ
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
こ
の
論
文
は
沈
黙

す
る
。
し
か
し
、
全
世
界
的
な
法
制
度
の
調
和
を
目
指
す
な
ら
、
い
わ
ゆ
る
先
進
国
以
外
の
諸
国
と
の
調
和
へ
向
け
た
努
力
が
放
棄
さ
れ
る
ぺ
き
だ
と
は

以
上
の
指
摘
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
論
文
に
は
、
大
き
な
価
値
を
見
出
し
得
る
。
こ
の
価
値
は
、
上
述
し
た
保
護
法
益
に
関
す
る
明
確
な
整
理
に
は
と

ど
ま
ら
な
い
。
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
存
在
の
故
に
」
、
法
制
度
に
お
い
て
も
し
か
る
べ
き
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
当
然
の
理
で
は
あ
る
が
、
一

国
の
み
の
力
で
な
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
ジ
ー
バ
ー
が
提
唱
す
る
内
容
の
概
略
は
、
前
提
の
不
十
分
さ
に
影
響
を
受
け
な
い

妥
当
さ
を
保
つ
。
具
体
的
に
何
が
必
要
で
あ
る
か
は
、
よ
り
深
め
ら
れ
た
議
論
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
際
な
さ
れ
る
べ
き
議
論
の
た
め

の
た
た
き
台
と
し
て
、
こ
の
提
案
は
、
真
摯
に
受
け
止
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

言
え
ま
い
。

二
―
九

（
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一
定
の
「
最
小
限
の
基
準
」
が
存
在
し
得
る
と
す
る
。
こ
れ
は
、
同



な
お
、
本
稿
は
あ
く
ま
で
一
編
の
論
文
の
紹
介
に
徹
す
る
こ
と
と
し
た
。
ジ
ー
バ
ー
の
関
連
す
る
業
績
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
岩
間
康
夫
「
ウ
ル
リ
ッ

ヒ
・
ジ
ー
バ
ー
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
国
際
刑
法
ー
ー
＇
グ
ロ
ー
バ
ル
な
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
お
け
る
ド
イ
ツ
刑
法
三
、
九
条
の
属
地
主
義

|
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(
法
学
研
究
二
六
巻
二
号
・
大
阪
学
院
大
学
法
学
会
・
ニ

0
0
0年
三
月
）
」
の
よ
う
な
、
先
行
す
る
優
れ
た
紹
介
を
ご
参
照
い
た
だ
け
る
よ
う
お

願
い
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
事
例
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
直
接
原
典
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

関
法
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一
巻
四
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